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各 論 

第７章 産科における医師確保 

 

第１節 現状と課題 

１ 本県の周産期医療圏 

  ○ 本県では，県内を３つのブロックに分け，各ブロックに総合周産期母子医療センター，地

域周産期母子医療センター及び周産期医療協力病院を指定し，周産期医療体制の整備を図る

とともに，地域の産婦人科医療機関，搬送機関との連携を強化した総合的な診療体制の確保

を図っています。 
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各 論 

２ 本県の産科・産婦人科医師数 

 

○ 本県の産科・産婦人科医師数は，2016 年（平成 28）年 12月 31 日時点（医師・歯科医師・

薬剤師調査）で 217 人であり，また，人口 10 万対医師数は 7.5 人であり，いずれも増加傾向

にありますが，人口 10万対医師数は全国第 41位と下位にあります。 
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各 論 

○ 県内の二次保健医療圏別に人口 10 万対産科・産婦人科医師数をみると，水戸，つくばが全

国平均を上回る一方，日立，鹿行，筑西・下妻，古河・坂東は全国平均の半分に満たないなど，

地域偏在がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出生数の推移 

 

  ○ 本県における出生数は，戦後の第一次ベビーブームを過ぎた 1950 年頃から減少が始まり，

第二次ベビーブームにより，1973 年には約 4万 2 千人まで回復したものの，以降，再び減少

傾向となり，2018 年には 19,368 人まで減少し，初めて２万人を下回りました。 
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各 論 

  ○ 出生数の推計では，全国及び県のいずれも今後も減少傾向が続き，2018 年との比較では，

本県は 10年後の 2028 年に 87.8％，20 年後の 2038 年には 80.3％まで減少する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 合計特殊出生率については，本県は 2005 年に過去最低の 1.32 まで低下しましたが，以降

は回復傾向にあり，2017 年には 1.48 となっていますが，人口を維持するのに必要な水準（人

口置換水準）である 2.07 からは大きく乖離している状況です。 
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各 論 

４ 産科・産婦人科医師数と分娩件数等 

 

  ○ 産科・産婦人科医師 1 人当たりの分娩件数では，本県は 96.1 件と全国平均の 78.3 件を上

回っており，全国第７位と上位にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  ○ 周産期医療圏別では，分娩取扱い医療施設数，分娩取扱い産科・産婦人科医師数，分娩件数

の全てについて，県央・県北医療圏が最も多くなっています。 

  ○ 年間分娩件数について，県央・県北，県南・鹿行では病院での分娩が６割を超えるのに対

し，つくば・県西では病院での分娩が約５割となっており，診療所での分娩割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合 地域
分娩取扱い施設数 19 9 1 2 6 10
分娩取扱医師数 80 56 9 13 34 24
年間分娩件数 7,953 4,908 586 583 3,739 3,045
分娩取扱い施設数 15 8 1 1 6 7
分娩取扱医師数 72 49 12 7 30 23
年間分娩件数 5,999 3,825 1,329 392 2,104 2,174
分娩取扱い施設数 13 5 1 1 3 8
分娩取扱医師数 65 45 13 6 26 20
年間分娩件数 6,825 3,398 1,089 636 1,673 3,427
分娩取扱い施設数 47 22 3 4 15 25
分娩取扱医師数 217 150 34 26 90 67
年間分娩件数 20,777 12,131 3,004 1,611 7,516 8,646

その他病院
診療所

病院
周産期母子医療センター

県合計

計

県央・県北

県南・鹿行

つくば・県西

合計
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各 論 

  ○ また，分娩取扱い医療施設ごとの１施設当たりの分娩件数では，県央・県北ではその他病

院が多く，県南・鹿行，つくば・県西では総合周産期母子医療センターが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ また，分娩取扱い医療施設ごとの医師１人当たりの分娩件数では，県央・県北医療圏では

その他病院及び診療所が多く，県南・鹿行医療圏では総合周産期母子医療センターが多くな

っています，また，つくば・県西では診療所が多くなっています。 
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各 論 

  ○ 産科・産婦人科医師の性別数では，全国及び本県全体の男女比は概ね６：４となっていま

すが，周産期医療圏別にみると，県央・県北医療圏では男性が 70％と高くなっています。ま

た，県南・鹿行医療圏では女性が約 44％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 産科・産婦人科医師の年齢階級別の割合では，本県は全国に比べ，50 代以上の割合が高く

なっています。周産期医療圏別にみると，県央・県北は 50 代以上の割合が 57％と高い一方，

つくば・県西では 40代までが 58％と高く，特に 30 代が 34％となっており，全国平均を大き

く上回っています。 
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